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止められない救い（ヨハネ13:21-30）
　皆さんの祈りに支えられ、韓国での2か所の奉仕を恵みの内に終え、日本に戻ることができました。最初のメッセージの場所は、未信者が半分ぐらい来られた伝道集会のようなところで、メッセージを伝えてイエス様を受け入れる祈りをしていただく祝福の場でもありました。また2番目は、いつも合宿訓練会の講師として来られていた先生の教会で、「キリスト以外には希望はありません」というメッセージをともに分かち合うことができました。

世の中はくるくる回るところであり、いつまでも続くものはありません。すぐに変わるものもあるし、時間が経てば必ず崩れて去っていくのか、あるいは変わっていくと言うのが普通です。それがまたある意味、この世と言うところではないでしょうか。私たちは変わって欲しくないと思い願っていても、変わるしかないと言うところがこの世というところです。ある人が言いました。今、認められている博士の論文、世界的に驚きを与えた論文であっても、多分、10年くらい経ちますとその論文もひっくり返る可能性が十分ありますと。今正しいと皆が信じ込んでいる内容であっても、それがまた変わるところがこの世というところです。皆さん自分自身のことを考えても、朝晩ころころ変わるのが私たち人間ではないでしょうか。そのような世の中を生きている中で、なにがあっても、どれほど時間が経っても変わることがなく永遠なるものと言えば、なにがあるでしょうか。もしそのようなものがあれば、この世を生きる上で私たちの支えとなり、私たちがそれをしっかりと握るべきものになるのではないでしょうか。そのようなものが世の中に果たして存在するのでしょうか。

イザヤ預言者はこのように言いました。世の中にあるすべては全部変わるものだ。花も落ちてしまう。葉っぱも全部落ちてしまうものだ。しかし、永遠に立つもの、永遠に変わらないものは神のみことばしかありません。そう言ったことがあります。変わらないもの、永遠なるものがあれば、それこそ私たちの頼りになり、また信頼すべき内容になるものではないでしょうか。しかし、世の中にはそのような者はありません。皆が「死ぬ時まであなたを太陽のように愛します」と言って結婚しますが、長く行けば3年、5年くらいでないでしょうか。そのように人間の愛情というものも頼りになるものではありません。変わるものです。私たちが変わらないと信じ込んでいたのが間違いであって、元々、変わるものです。何が変わらないのでしょうか。そのような中で変わらないもの、永遠なるものは神のみことばしかありません。その神のみことばは契約というものです。単なるここに書き記されている文字ではなく、神様から人間に対して約束された契約です。それだけは永遠に変わらないもの、別の言葉で言いますとその約束、その神のみことばは必ず守られて、必ず成し遂げられるものです。それに対してだれも、どんな状況があろうが止めることはできないと言うことでしょう。ですから、変わることなく、永遠にそれは続くものです。
今日から皆さんが心に痛い思いをして、またときにはものすごく不安を覚えておびえたりしていたのは、実は変わらないもの、永遠なるものでない、変わるもの、なくなるものなどに皆さんが捕らわれていて、それになにかを託していた結果、そうなってしまったのです。だから、なにかを悪く言ったり、何かのせいにしたりしないで、それをきっかけにし「なるほど、変わらないもの、永遠なる者はいったい何なのかということをしっかりと握って、それを中心にして生きて行こうではないか」と更新する機会になっていただきたいと思います。変わるものは結局、私たちに失望を与えるものであり、私たちががっかりするしかないようにさせるものです。変わらないもの、永遠なるもの、つまり、私たちが人生の頼りにして、私たちの人生を託すことができる、人生の中心にすることができるものは、神のみことば、神様の契約の他にはありません。それを今日、確認していただきたいと願います。それで「本当にそうなのか」と確認できた後、心から決心してください。なるほど。そうであれば私はこれから今まで頼りにし、今まで気が捕らわれて泣いたり笑ったりしていたもの全部を後回しにし、変わらないものを握り、それを中心にしこれからの人生を生きて行こう。そのような決心のときになっていただきたいと願います。

神様の契約、神様のみことばはいったい何でしょうか。それを短くまとめるとこのような内容です。人が神に対して罪を犯した結果、それは取り返しのつかない、人間の方からはどうにもならない結果を招いてしまいます。それを地獄、あるいは滅びと言います。それ以外、人が何をどうしようが人生の問題は改善しません。救いの祝福はそこに見られません。本当の人間の幸せなどは見ることができなくなりました。どんなに暴れていても、その中で神様がおっしゃったのです。だから、わたしがあなたがたを助ける。しかし、あなたがたの罪という問題はどれほど深刻な問題なのかというと、罪のない御子イエス・キリストを身代わりとして、犠牲の贖いとして十字架に引き渡されることでなければ、解決できないほどのひどいものです。それでひとり子、イエス・キリストが十字架に引き渡されることによって、あなたがたの罪を許し、あなたがたを救いだし、あなたがたを神のものにしよう。これが神のみことばであり、神の契約です。キリストによって救いのわざをなさる。これが神のみことばです。神様の契約です。このキリストによる救いの働き、救いのわざはだれにも止められないものだと言うことを、まず第1に覚えていただきたいと思います。
皆さん、旧約の聖書を少しは内容をご存知だと思います。また旧約の歴史などを少し振り返って、思い出していただきたいと思います。いろいろな歴史があり、また結構、長い期間の歴史でした。しかし、その主な内容がどのような内容なのかと言いますと、神様はこのキリストによる救いの約束を与えられたにもかかわらず、だれ一人として正しく信じるものがなかった。かえって、イスラエルを召されてその約束を与えられ、約束の民として召されたにもかかわらず、イスラエルはまったく興味がありませんでした。逆にその神の契約とは正反対の方向にいつも走りだし、それゆえいつも叩かれたり、裁かれた理の連続でした。それが旧約の歴史です。つまり、神様のキリストによる救いの契約とはものすごくかけ離れた歴史ばかりです。このとおりであれば、このままであれば、神様がキリストを送って、私たちを救われるとおっしゃったその契約が本当に守られるか。本当にそのとおりになれるかと疑うしかないような歴史でした。それが旧約の聖書が言いたいことです。それにもかかわらず、今から約2000年前に状況や人の反応、また歴史の様々な動きなどを見ると、キリストによる救いの契約は本当に守られるのかと疑うしかない状況の中で、しかもその状況がどれほど深刻だったのかと言うと、その契約に対しては真っ暗な状況でした。それが400年間ずっと続きました。何の前兆もしるしも、何の身動きなどもまったく見られないまま、真っ黒の暗黒の時代が400年間ずっと続いていました。神様はすばらしいことをおっしゃったのですが、結局そのとおりにはならない。嘘じゃなかったのか。守れないのでは。キリストによって人が救われると言うことは、結局、言葉だけに過ぎないものではないのかと、だれもが思うようなとき、そのような状況の中でイエス・キリストが処女マリヤをとおしてこの世に来られました。しかも、約束通り、私たちのすべての罪を背負って身代わりとなられ、十字架で犠牲になられ、お墓の中に葬られ3日目にすべてを完成なさったと言う証拠として、死の力を打ち破ってよみがえられました。それから、天に昇られ、救い主、万軍の主として神の右の座に座り、世界を治めつつ今も救いの働きをなしていらっしゃいます。そのことを覚えていてください。つまり、キリストによる救いの契約、その救いの働きはまったくそのとおりにはならないと疑うしかない状況の中でも成し遂げられました。だれも止められないものです。なぜでしょうか。神様のみことばですから。神様の契約ですから。

特に今日の聖書の箇所は、今までも同じ内容でしょうがそれが明らかにされる場面です。今日の聖書を見ると、イエス様が十字架にかけられるときが近づいてきたということをご存知で、弟子たちが集まって最後の晩餐を守ろうとしている場面です。弟子たちの足を洗いながら、「互いに足を洗い合いなさい」と勧めたりしたでしょう。それでイエス様が霊にとても動揺し感動を受けます。「もう目の前に十字架が来ている」と。それから、想定ないですが、この中のひとりが、今までイエスの弟子として従っていた12人の中のひとりが私を裏切るときが来たと感じ、そのことをおっしゃいました。「この中のひとりが私を裏切り、私を売りだすようになるでしょう」。すると、弟子たちはその意味がわかりません。そのようなことは考えてもいないし、ありえないと思っているし、話の意味が全く分からない状況でした。それで「だれですか。どういう話ですか」と聞いているときに、イエス様が「私がパンを浸してあげる者、その人がその本人です」と言い、イスカリオテのユダに水に浸したパンを渡しました。聖書にはそのときのことをなんと書いているでしょうか。そのときに、サタンがユダの中に入ったとあります。今までもイエス様のことを信じたことのないものです。一緒に同行しながらも。世の中で一番かわいそうな人間はこの人ではないでしょうか。キリストを聞いたことがない。しかし、それよりかわいそうなものは、キリストが目の前にいてキリストの話を自ら聞いたにもかかわらず、イエス様がキリストだと言うことに気づかないものが世界で一番かわいそうな者でしょう。ユダはパンをいただいたその瞬間、サタンがユダの心の中に入って外に出てしまいました。それでサタンがユダを動かしてイエス様を訴えて売ることになります。その結果、イエス様は逮捕され十字架の犠牲になるようになります。ユダが結局、イエス様を売り出して、イエス様が十字架の犠牲になるきっかけを作った張本人です。これがサタンの働きです。これをイエス様がおっしゃって、サタンの働きによってイエス様は十字架の犠牲になるようになります。そのことをのちの聖書の中でイエス様はおっしゃいます。今神様が栄光をお受けになって、神の御子にもその栄光をお与えになられた。今弟子のひとりがイエス様を裏切って、イエス様を売り出したにもかかわらず、それが神には栄光になるとおっしゃっています。サタンの働き、サタンの邪魔、それは一見、サタンが上回ってサタンが成功したかのように思われます。しかし、それでさえキリストによる救いの働きを邪魔することができないと言うことです。よく聞いてください。これは私たちの常識のキャパシティを超えるお話しなので、信仰を持って恵みの内に聞かなければなりません。旧約の歴史を先ほど申し上げました。それにも関わらず、キリストが来られました。だれも止められません。神のみことばは永遠なるもの、必ず守られるものです。そのことに今日、焦点を合わせて聞いていただきたいと思います。

それがどれほど止められないものなのかというと、サタンの成功でさえ、キリストによる救いの働き、つまり神の契約のみことばを止めることができません。どれほどのものなのかよく考えてください。そのあとイエス様が実際に逮捕されたときに、今まで「命をかけます」と大声で誓っていた弟子たちが皆ひとり残らず全部逃げてしまいました。その弟子たちがイエス様を裏切ったと言うよりは、怖くなってイエス様から皆逃げてしまいました。だから、イエス様ひとりしか残っていません。弟子たちの助けなどは、弟子たちの信仰の告白などは何も残っていません。それにもかかわらず、弟子たちが逃げたことでさえイエス様のキリストによる救いの働き、神の契約のみことばは止めることができません。これが聖書のお話です。なにをすれば神の契約を邪魔することができるのでしょうか。どういうことが起きれば、キリストによる救いの働きが止められるのでしょうか。邪魔になるのでしょうか。あるいは、ブレーキがかかるのでしょうか。一切、そのようなことは存在しません。ぜひ覚えておいてください。結局、私たちはこのように整理しなければなりません。どれほど神のみことば、救いの契約は変わらないもの、永遠なるものなのか、結局、私たちが頼りにすべき、握るべき内容なのかというと、神様はなにがあっても決して損することがないお方です。サタンがどれほど暴れていても、神に従っていた神の民がどれほど不信仰に陥ろうが、神様には一切問題ありません。神様は損することがないと言うことです。損しないどころか、むしろサタンの成功でさえ神の契約を成就して行くために利用される方です。よく聞いてください。弟子たちが怖くなって不信仰に陥って逃げることも、神のみことばを成就させるために利用されることになりました。何が問題でしょうか。
前にもお話したように、もしもペテロがこのときに勇気を持って、「イエス様。絶対ダメです」とイエス様を奪い取って、昔、宗教改革のときにルターをかくまったように、イエス様をかくまってしまうとキリストによる救いの働き、神の契約に支障を起こすようになります。だから、逃げてよかったのです。私たちの理解のキャパシティを超えないといけません。普通の常識や今までの考え方のキャパシティの中では理解不能な話です。これが神様です。神様は損しないどころか、私たちのレベルで見たときには損してマイナスになるのではないかと思うようなすべてを利用され得するかです。それがイエス・キリストを送られた救いの神様です。それを難しい言葉で言いますと、神様の主権と言います。この間、大学の働きのために働きができそうな人と出会っていろいろなお話をする中で、彼が一つ質問しました。「神様の主権によるものであれば、わざわざと伝道の訓練を受けたり、無理やり努力したりしなくても神のときになれば主権によって変えられてなるようになるのではないでしょうか」と言われました。それでだいたい皆がそのように神の主権のことを思うのですが、「私はそのようには理解していない」とお話をしてあげました。神様の主権というのは神の勝手という意味があります。全部は私たちは理解できません。ただ聖書をとおして私たちに示される神様の主権というものは、理由のある主権です。その理由がキリストによる救いと、その救いが全世界に宣べ伝えられる伝道という理由のための主権なので、簡単に申し上げるとキリストの救い、その救いが全世界に宣べ伝えられる伝道に対しては、神様の主権なのでなにがあろうがだれも止められないし、絶対にそのとおりに成就するようになる。これが神の主権の理解です。だから、なにがあっても、どんな問題があっても、それによって救いの祝福と伝道の約束を見逃してしまったり、薄くなったり、薄れたりする必要が全くないのが神の主権という意味です。あなたが考えていることとは逆です。どんな状況の中でも、伝道に対しては積極的に生きると言うことが神の主権でしょう。すべてを奪われることがあっても伝道は損することはありません。神の救いに対して神様は損することがない方です。これが神の主権です。だれも止められません。今日の聖書をとおしてより明確に確認してください。ユダの心にサタンが入りました。それもイエス・キリストの救いの働きを邪魔できなかったどころか、逆にキリストによる救いのわざを助ける形になってしまいました。そういう意味で神の主権の前ではサタンの頭は馬鹿です。よく覚えておいてください。変わらないもの、永遠なるものは神のみことば、神の救いによる契約以外にはありません。ですから、それにすべて集中し絞って握るようにするのが知恵です。それが人生を賢く生きる方法です。ぜひ皆さんひとりひとりがそのようになっていただきたいと思います。前にも１回申し上げましたように、私の息子に問題があったときに、娘がものすごく怒っていろいろなことを言いました。そのときに私が聞きました。「間違いは間違いだ。でも、これをはっきりさせてこの次の話をしましょう。だからと言って、世界福音化に支障があるのか」「ないです」「ならばそれをベースにしてもう一度考えよう」支障がありますでしょうか。後でまた申し上げますが、キリストが私たちを救うために救いの働きをなさることに対して何の問題もないし、止められないし、止められないどころか止めようとしていたすべてが逆に役立つものになります。それほど絶対的なものです。そこにこそ安心があり希望があるのではないでしょうか。その他のすべてはいいものなのか悪いものなのか関係なく、全部変わるものです。
それから、キリストによる救いの働きがそうであったように、それが皆さんひとりひとりに届くようになるでしょう。ひとりひとり個人の救いのわざ、個人への救いの神様の働き、わざもだれも止めることができません。それを覚えていてください。そうではありませんか。皆さんひとりひとりそれぞれの人生のストーリーというものがあります。人生のストーリーがあると言うことが、それを物語っているのではないでしょうか。皆さんの人生のストーリーは映画を作っても十分、作れるようなストーリーをひとりひとりが持っていらっしゃるでしょう。うれしいこと、悲しいこといろいろあったかもしれません。そのすべての中でだからと言って皆さんにキリストの救いが届くことに邪魔になったものがあるでしょうか。その中で特につらい思い出や、ものすごく心を痛めるような記憶があるかもしれません。だからといって皆さんにキリストによる神の恵み、救いが届かなかったでしょうか。今届いたのでこのように礼拝を捧げているのではないでしょうか。だから、個人の救いのわざをよく考えたときにもだれもどのような人生のストーリーがあろうが、キリストによる皆さんひとりひとりを愛して救われる神の救いを止めることができるものは一切存在しません。逆にものすごく辛くて、ものすごく耐えがたい経験や思いがあったかもしれませんが、それが止められないどころか、それがあったからこそ逆にキリストの素晴らしい救いのわざに目覚めるようになったのではないでしょうか。神様はこの救いの働き、神のみことばに対しては損することはありません。皆さんひとりひとりが救われることに対して、なにがあろうが損することはありません。皆さんが拒否して逃げたとしてもそれも採取的には解くための役に立って、キリストを告白させるものになります。神の御手から逃げられるものは宇宙に存在しません。わかりますか。自分もそのようなことを経験しているし、また整理していますが、皆さんも自分の人生のストーリーの中でそのような整理をしていなければなりません。どんなに暗く辛い経験、過去であっても、それがあったからこそ今キリストの救いの働きが皆さんに届くようになったのです。だから、感謝しなければなりません。前にも申し上げましたように、私は家庭環境がものすごくぐじゃぐじゃでした。だからこそ、私はキリストの前に屈服するようになりました。そうでなければ私のような人間はイエス様なんか信じる人間ではありません。そのような辛い経験があって、永遠なる神の救い、いのちの祝福に預かるようになったので結構ではないでしょうか。ありがたいことではないでしょうか。なにが過去の辛い思い出がいまだに辛い思い出で、過去の暗い記憶が暗いまま、過去の痛い思いのまま今まで残っているのでしょうか。全部変えてください。それがあるからキリストが邪魔になったでしょうか。とんでもありません。止められません。逆にそれがあったからこそ、それを神様が用いられて皆さんに永遠のいのちの祝福を与えられたのではないでしょうか。感謝でしょう。なにひとつ頭の中に暗いものを残さないようにしてください。だれかに対しての恨みや憎しみや失望といった感情的なものは全部捨てるようにしてください。皆さん、個人に対しての救いの働きはだれも止められません。これを難しい言葉で不可抗力的な恵みと言います。私たちの常識のキャパシティを超えた領域の話しです。信仰によって悟れる内容です。とにかく、なるほどキリストによる救いの働き、神の約束、それが書かれている神のみことばは永遠なるものです。自分の人生の中心にするものはこれしかないのではないか。自分が今まで何を握っていたのか。これからの人生を私が握って打ち勝ち走って行くべきものはこれではないのか。皆さんにいつも申し上げますが、子どもや親を頼りにしたりすると必ず失望します。その期待が失望に変わり憎しみに変わる日が必ず来ます。そんなことをしないでください。だれかが、相手が良いか悪いかの問題ではありません。永遠に変わらないものではないからです。永遠に変わらないものは神のみことば、契約の他にはありません。これをぜひ確認してください。神様は皆さんがキリストによって救われることに対して、皆さんは大きい小さい、いろいろ考えるでしょうが、一切損することなく邪魔されないで、そのすべてを用いて皆さんを救われました。それが神様です。

最後に、このようなキリストによる救いの働き、それが皆さんひとりひとりに届くようになりました。それを根拠にして聖書の新しい約束があります。新しい契約のみことばは、いまだにキリストの救いが届いていない、キリストの救いがなにかわかっていない滅びる世に向かって、キリストが宣べ伝えられて世の人々が救われる、しかも世界の地の果てにまでいのちの救いの福音が届く約束、これが契約です。イエス・キリストが天に昇られる前に、救いのすべての働きを終えられた後、新しい契約をおっしゃいました。それが何でしょうか。それが世界福音化です。聖霊が臨まれると力を得て、エルサレムを初め、ユダヤの全土、サマリヤ、地の果てにまで私の証人となるとおっしゃいました。今までキリストが来られて救いを成し遂げられるということが絶対無理だと思われる歴史の中でそのとおりになりました。皆さんひとりひとりにこの素晴らしい神の救いが与えられるということは、皆さんの人生のストーリーを考えるとありえません。いつ皆さんが神様にとって良い子になることをやって、そのような人生を送ったでしょうか。絶対無理なのに、皆さんにこの祝福の救いが届くようになりました。これをベースにして、エルサレムを初め、つまり皆さんをとおして、イエス・キリストを受け入れ、先に救われたクリスチャンひとりひとりをとおして、その人がいる現場を初め、地の果てにまでこのキリストの福音が宣べ伝えられて救いの祝福が全世界に広まると言うのが神のみことばです。それが契約です。そうならば、これは絶対に守られて、必ず成し遂げられ、だれも止められないものでしょう。これを握ることです。もう一度言います。人生を生きていくうちにいろいろなことを聞いて、いろいろなことを学んだり経験したりします。それは当てになるものではありません。絶対的なものはありません。永遠に変わらないようなものはそこにはありません。覚えていてください。そのような者に振り回される人生はもう御免にしてください。これからは永遠に変わらないもの、神のみことば、キリストの救いが皆さんに届いて、皆さんをとおして皆さんの周りを初め、全世界にこの福音が流れていくと言うことが神の契約です。これは永遠なるものです。だれも止められません。その証拠が聖書の使徒の働きという聖書です。そこを見ますと、最初の初代教会はあなたがたの周りからエルサレムを初め、全世界にこの福音が宣べ伝えられるという契約が成就するような状況ではまったくありません。それなのにそうなりました。250年後、ローマがキリスト教の前でひざまずくようになります。その間に、様々な迫害がありました。2部の礼拝でも申し上げますが、どう考えても、これが世界に宣べ伝えられるという神の契約、神のみことばは嘘ではなかったのかと思うような状況ばかりなのに、この福音はいのちを持って勢いよく流れ世界中に広まり、今の私たちのところまで届くようになりました。証拠をつかんでください。だれも止められません。福音宣教と世界福音化です。他のすべては理論であれ、どういうことであれ、すべて変わるものであり、私たちが頼りにするようなものは存在しません。
それから、その使徒の働きが終わったあとの教会の歴史があります。それを教会史と言います。それを見ていてもよいことはほとんどありません。ごちゃごちゃで宗教改革を起こすしかないような状況になってしまいました。それにもかかわらず神様はルターのような人を起こし、間々にレムナントという残された者、ディアスポラというようなものを残されて、神様がおっしゃった世界福音化とはかけ離れているような状況がずっと続いているのに、神はこれを今まで守り通し、今も守り続けていらっしゃいます。これが私たちの信仰の内容です。これが私たちの握る内容です。たとえ私が弱くても、たとえ教会が迫害されても、たとえ今イスラムの数がものすごく勢いよく増える状況で、世界中が悪霊の文化にまみれるような状況であっても失望しないで、それに気が捕らわれないで参考にはしますが、そうであればあるほど聖霊が臨まれると地の果てにまで私の証人となると言う約束は今も成し遂げられつつあります。今も守られています。これを握って祈り、その中に私がいるように、一緒に歩くように。これをクリスチャンと言います。神様は今もこれからのちも世界の、地球の歴史が終わるそのときまで、世界の福音化に対しては損することはありません。逆に迫害や悪霊の文化、様々なことを覚醒しなければいけないのですが、そのすべても利用して世界福音化に用いられるでしょう。私たちはそれを知っていて信じているので、揺れることもないし失望することもないし、伝道に対して気持ちが覚める理由も一切ありません。大学、現場の状況は中々、一般的にスムーズに伝道できる状況ではありません。かえってだから良かったと思わないといけません。だから、その状況も全部利用して神様は聖書的な伝道を日本中に展開されるようになるでしょう。世界福音化、日本の福音化はだれも止められません。神様はそれを存することはありません。それこそが神のみことばですから。何を信じるのでしょうか。それが私たちの自負です。そして、私たちの勇気の根拠でもあります。なにか目の前ですぐうまく行くから「うまく行くな」。うまくいかないと「そうではないのかな」という態度は、変わらないものを信じる信仰の態度ではありません。うまくいかないどころか全部つぶれるような状況、ステパノが石を投げられエルサレムの教会が全部つぶされるような状況になりますが、それも利用して世界福音化をどんどん進めて行きました。知らないでしょうか。不思議な神様のみわざ、これを難しい言葉で主権と言います。私たちは神様の主権を信じます。ですから、他のなにかで気持ちが縮まったり、不信仰になったり、心が弱くなったりする必要がないと言うことです。今日、私たちはそれを確認しました。ユダのところにサタンが入って良かったのです。それが神のみことばを成し遂げる役割になるとはサタンは思わなかったでしょう。サタンは馬鹿です。神の主権を信じている者にとっては、私たちにとってはサタンの成功さえ問題にならなければ、何も問題になることはありません。問題は私たちが変わらない神のみことば、神の契約を信じて握っているかどうかが問題であって、だれも止められないから何が問題でしょう。皆さんが全員、神の契約なんかとんでもないと逃げてしまいました。皆さんは滅びるでしょうが、利用して世界福音化はまっとうされるようになります。私は信じています。信じない人はその人が損するだけであって、信じないから神様が損することはありません。皆さんの不信仰でさえ、結局は役に立つようになります。ただ不信仰の者は滅びるようになります。このような契約を握って変わらないもの、永遠なるものを握るようにすると、生きている間に天からのものすごい祝福が皆さんに注がれるようになるでしょう。

結論です。どんな状況であれ、皆さんがどんな弱さを抱えていようが、皆さんの施行の中に敗北意識、被害意識、否定的な思考などは私たちのものではありません。ふさわしくないので全部捨てましょう。なぜでしょうか。私たちは神の主権を信じているからです。神のみことばは永遠に変わらないものなので、どんなことがあろうが支障はないので敗北意識、被害意識、否定的な思考などは私たちのものではないと戦ってください。全部放り出して捨ててください。

それから、今世界中が混乱し社会がよりややこしく複雑になっていろいろなことがあります。無視するわけではありませんが、それに気が捕らわれて心が揺らぐようなことになってはいけません。そのような中で、それを見ながらそうであればあるほど自分自身、自分の人生を神の契約に縛り付けるようにしてください。そのようなことに振りまわれないように。歴史を知らないのでしょうか。どう変わろうが結局、神の勝手のままになります。その勝手は理由があります。人類を愛しておられる神様はキリストによる救いのみわざを成し遂げられる方向に進むようになります。戦争が起きようが、津波が来るか来ないか、そのすべてをとおして進みます。だから、振り回さないでください。小さく言えば、皆さんの家庭にこういうこと、ああいうことがっても、そのすべて全部用いてキリストによって世界が救われる方向に進めていらっしゃるので、その契約に皆さんを固く縛ってください。これは私の話ではありません。パウロは言いました。私は神のみことばに今縛られて動いていると。それを別の言葉で言うと、毎日、今日の1日が、今日のすべての出来事がこの契約のために存在する。福音宣教、キリストが宣べ伝えられる、キリストの他には希望がないとお証しするために、全世界に宣べ伝えられることのために今日の1日があると言うように、毎日そのように思う習慣を持ってください。そうすると3つの今日がなにか分かるようになるし、できるようになります。そうしないでやろうとすると難しいです。3今日は何でしょうか。「今日が伝道のための1日です」と告白するのがスタートです。それがなければ3今日にはなりません。そのために神のみことばはどのように導いていらっしゃるのか。なるほど、だからこれを祈ろうかが3つの今日が何かわかるのです。だから、神の主権、神が損することがない。逆にすべてを全部利用して契約がまっとうされる方向に持っていく方です。皆さんはぜひこのように自分自身に適用してください。それで本当に静かな時を持って、契約中心の人生になるようにしてください。契約が中心になっています。それが先ほど申し上げました内容です。契約が中心というのは、イエス・キリストが宣べ伝えられる、キリスト以外には世の中に希望はないと目覚めたので、まずそれをいつも告白しないといけません。バイトをしていらっしゃるでしょうか。そのバイト先の社長や店長やその人々にキリストの他に希望がないわけなので、今日もキリストが宣べ伝えられるためにバイトが許されています。いつ宣べるかというのは別の話です。そのために今日の祈りの手帳や日曜日の礼拝のメッセージを読むのです。そのために伝道以外には生きる理由がありません。子どもを育てるために生きるわけではありません。課長が部長になるために生きるわけではありません。芸術家になるために生きるわけではありません。契約以外にはありません。契約を中心にする人生、そして、契約を中心にして自分の人生を整理するようにして見てください。ゆっくり慌てなくてもよいから、何のために仕事をしているのか、何のため日本に生まれたのか。何のために今の時代に生まれたのか。なぜ私の障害があるのか。契約を中心にして考えてみてください。なぜ私がこんなつらい思いをしないといけないのか。契約を中心にして人生を整理してください。すべてが輝くものに変わります。それが神の主権です。神の契約は止められません。神は損することがありません。というのは私たちの心を豊かに裕福に明るく希望にあふれるものにさせるものではないでしょうか。それを全部まとめると、黙示録的な人生を生きることです。終末の人生ですが黙示録は何でしょうか。迫害があり、聖書の表現どおりで言いますと、角が出ている者、火を噴きだすもの、いろいろなものが出て邪魔したり、世界を混乱させたり、もうこれ自体が地獄ではないのかという展開でしょう。それを利用している人を脅かす人がいますがそうではなく、神の契約、キリスト、イエスによる救いは全世界に邪魔されず宣べ伝えられるということが黙示録です。特に今迫害で苦しんでいるあなたがた。キリスト者、イエス・キリストを心に持つ教会をとおして成し遂げられるので、あなたがたはもうすでに恐れるながの釧路句です。個人的にもいろいろなことがあるかもしれません。社会的にも何がどう変わるかわかりません。時には迫害されて私たちが公けに集まることができない時代が来るかもしれません。それにもかかわらず、世界福音化はまっとうされるもの、その契約には私を縛ってください。ときには迫害され、私たちが公けに集まることができない時代があるかもしれません。それにもかかわらず世界福音はまっとうされるものです。その契約には私を縛っている。それしか私の人生を縛るような頼りにできるような者は世に存在しません。特に年寄りの方々はもうすでに皆さんの脳細胞に入っていろいろな考え方、それは皆さんが固く握って、主張するような内容にしてはいけません。そうすると周りも疲れてしまいます。ひとつしかありません。神のみことば、神の契約の他には固く握って自分を縛るようなことはないし、その他は全部とうでもいいようなものにしなければなりません。だから、特に年をとっている方々は、どうでもよいものにあまりにもが私が頑固になっていると悔い改めました。皆さんは永遠に変わらないもの、その祝福に預かっているものです。ですから、それに自分と自分の人生を縛り付けました。そうすると皆さんの残りの生涯は契約が成就して行くレターをしっかり立たされていくようになります。それ自体が成功です。それが聖書で言っている、夜空に輝く星のような人生と言われるものです。今までどんなことがあったのか、それに捕らわれず、それに邪魔されないし問題にならないどころか、その皆さんが否定的に思って辛いと思っていたそれも全部利用し益となるようにさせます。それが神様の主権であり、救いの素晴らしい不思議な神のみわざです。勝利を祈ります。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。サタンがユダの心に入り、ユダがイエス様を裏切り、イエス様を売ってしまいました。けれども、このサタンの働きでさえ救いの祝福をまっとうして行くことに役立つものになるほど、神様の不思議な主権の秘密を心から感謝します。すべての被害意識や否定的な思考など全部捨てて、永遠なるもの神の契約に集中して、それに自分の思い、人生そのものを縛り付け、その解約によって動かされるクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。私たちがキリストの他には希望がありません。イエスがキリストですと告白できたことをもう一度改めて感謝するようにひとりひとりを省みてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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